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新規性について大きく 2 点を論評する。  
 























本論文は、幼児期を対象とした身体活動量について、DLW 法を用いて幼児の 1 日当たり
の総エネルギー消費量を精緻に測定し、男児ならば 18710 歩、女児ならば 14230 歩という
推奨される身体活動量を、歩数、PAL、中高強度活動時間の目安を提示したところに、本
分野における新規性が認められる。体力の向上が世界的喫緊の課題である時節のなかで、
我が国の幼児は精確な身体活動量を具体的かつ計量的手法によって明らかにした研究は管
見の限りない。  
方法論としては、ひとまず研究の焦点を国内の問題に限局化し、我が国における幼児の
身体活動量および体格や体力、さらに生活習慣の実態とその関連を明らかにし、幼児の健
康や体力向上に関するデータを蓄積した点は高く評価できる。本研究の学術的位置づけは、
現代の幼児期の子どもたちの精確な身体活動量、体力、生活習慣の実態を明らかにしなが
らモデル図を作成し、その要因と機序を明らかにしたことにある。さらに、副題にあるよ
うに、幼児の体力との関連から幼児に推奨される身体活動量を提示すること、さらに生活
習慣からの検討を加え、それらの関係を明らかにすることにも成功している。  
 
よって、本論文は博士（教育学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
